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「箱庭研究会」の歩み

青　木　真　理

零．はじめに 2．「箱庭概究会」の活動の経過

　「箱庭醗究会3は，地域麟造支援センターに登録さ

れている醗究会で，その発足は以下の遜鯵である。

　鰺97年から始まった教畜学部繋属教育実践総合セン

ターの「教畜相談擁瞬修講座（鴻綴年度からは「教育

実践」醗修講座と改名）i〉を3奪連続して受講した受

講生のなかから触強を続けたいとも》う声が生まれた。

この醗修講座は開設当務よ鯵継続醗修を可とし，奨励

していたが，参撫希望者が隼々増加し，継続醗修は3

年までと鰻定せざるを得なくなったことがきっかけで

ある。須藤博子（8大東北高校スクールカウンセラー）

などが発起人となって，2§0青年．「箱縫醗究会董は生

まれた。箱庭療法などの表現療法の実際を中心に，臨

旅心理学について学ぶという目的からこのような名称

がっけられた。舗会は月i圏2時閥程とし，筆者がそ

の講舗を務めることになった。発足当時の会員は貿名，

いずれもド教育権談」硬修講座の修了生で，大部分が

教員であった。

　その後各年度での会員数はだいたい欝数名から臆数

名までを推移しており，その羅牲は，教員のほか，ス

クールカウンセラー，電話帳談員，大学駝生などであ

る。奪度ごとに会員が幹事をつとめる。また隼度はじ

めに実費を徴収している。

　鴉§2年からは，地域創造支援センターの登録醗究会

となり，現在に至る。

　本稿では．5年目を逢える本醗究会のこれまでの歩

みをふりかえり，会員に実施したアンケートの結果も

ふまえて，その活動の意義と今後の可能性について考

察することを目的とする。

嘩）2書癖§年度

　会員数賀名。鰐会回数は9回。ゼ箱庭療法入稽選（海

台隼雄著，誠嬬書房，欝欝）をテキストに，レぷ一

ターを交代でつとめての輪読を行ったほか，受講生が

箱庭作品を実際に作り，それについて討議する鋳間を

もった。また，受講生の所羅する学校等での教育臨床

事例の検討，講締のスクールカウンセ鯵ング活動の紹

介と討議などを行った。

2）2§綴年度

　擁会織数は憩回。

　郵箱庭療法入門雲を読了し，続いてゼコラージュ療

法入門講（森谷寛之ほか纏著，創元社，鐙§3〉をテキ

ストにした輪読を行った。受講生の箱庭作品づくり，

コラージュ作品づくりといった実習のほか，学校現場

でのコラージュ作品づくりを導入した受講生からその

活動の紹介がなされ，た。

3）2§馨2年度

　擁会回数は8回。

　ζコラージュ療法選の輪読と，MSSM法2）実習．

中学生のコラージュ作品の綾討，高校生の箱庭事擁の

検討，通綴教室におけるコラージュ・スクウィグルを

取りいれた指導事翻の検討などを行った。i月の擁会

では連歌3〉を行った。

　この年から地域麟造支援センターの登録醗究会とし

て位置付けられ，あわせてセンター事業の一環として

の学徳講演会を企画・運営した。麗§3年3月8饅，中

森孜郎氏4〉（宮城教育大学名誉教授・みやぎ教育文化

醗究センター瞬長）を講鰍こ，「日本人と民舞」と題
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する講演ならびに「からだほぐし一ボ野原体操藻を中

心に一」と題するワークショップを行った。この講演

会への参加者は，水飜究会会員を中心に非会員の学校

教員数名を含んでいた。

4〉欝欝年度

　擁会懇数はi矩島

　ゼコラージュ療法入野駁を読了したので，野事鯛に

学ぶ心理療法選（河合隼雄編著，農本評論社．欝9巷）

をテキストとした。その麹，小学生のコラージ轟作品

検討，連歌などを行った。

5〉今年度
　引き続きゼ事携に学ぶ心理療法遺を輪読している。

小学生のコラージュ作品，バウムテスト事鯛を検討し

た。また，7月26，27醤の両8，竹内敏晴氏5）を講

睡に招き，「からだとことばのレッスン達と題するワー

クシ葺ップを開催した。このワークショップは地域翻

造支援センターの事業の一環とし，　センター共催で行

われた。参癩者には，本会員ほか，学校臨琢心理専攻

の大学院生，会員の知り合いの学校教員なども含まれ

ていた。

3．活動頻度，時閥（長さ，醗姶時灘〉などについてご意見あ

鯵ましたら書いてください。

蓬．籏庭醗究会について白塗に考えを書いてください。

5．これからの落勤について，要望などがあ鯵ましたら書いて

ください。

蓬）箱庭磯究会の活動内容

　いままでの活動内容のなかでよかったものについて

3っ選ぶよう求めた。その結果を表2に示す。

表2　活動内容のよかったもの
　　　　　数字は選採者の数（多い瀬に示す）

ワークシ葺ップ鐙

心蓮臨床の本の輪読　5

会員が報告するコラージュ，バウムテストなどの事鱗

　の検討　5

籍縫，コラージュ，スクウィグルなどの実習　5

会員が鞍告する事擁概究　4

　鎗麗年度の中森孜郎氏，2§縫年度の竹内敏晴氏の

ワークショップについて，よかったとする声が多い。

3．会員へのアンケート

　本醗究会の活動について検討するために，本年度会

員のうち，4月から7月までの4回の携会に参擁した

会員（総名）にむけて，箱庭醗究会への意見を求める

アンケートヘの協力を依頼し（実施嚢2§鍵年7月26日），

醤答を得た（葺名　回収率駁．i％）。アンケートの項

目は表iに示した。

　この項ではアンケートの結果を示し，それについて

の検討を行う。

　表1　箱庭醗究会アンケート項目

2〉活動頻度，時閣について

　現在，月i懇土曜B（第iもしくは第3）の午繭欝

時から鴛時まで行っているが，おおかたはこの頻度と

時間帯に賛成という意見であった。ただ，なるべく置

定してほしいという意見もあった。会津，南会津とい

った遠方からの参癩の会員にとっても．緯鋳開始はち

ょうどよいということである。

i．お名麟 ご職業

2　いままで箱庭醗甕会で行ってきた活動のうち，よかったも

のを3っ選んで0をつけてください。

①心理慈沫の奉の輪読
②　籍鍵i，コラージュ，スクウィグルなどの実習

③ワークシ3ップ
④会費が報告する事鯛醗究
⑤　会異が幸覆暮するコラージュ，バウムテストなどの事鯛の

　検討
⑤　連歌

⑦　懇霧会

⑧　その鐘（　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

3〉箱庭硬究会についての意見

　自由記述で箱庭醗究会についての意見を求めたとこ

ろ，以下のような意見が得られた。

・騒的を縛むくする仲間と楽しく参擁しています。

（小学校教員）

・参撫して日が浅いのですが，学校種の異なる教員の

方や，スクールカウンセラーの方や飽の摺談機麗に

所羅されている方々など，多くの方と会終了後など

もお話できる機会があるのは本当に貴重だと懇って

います。（高校教員〉

・箱庭を基本として，さまざまな体験ができ，多くの

気づきがありました。小学校の教育現場の事鰍をと
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おして，今子どもたちが掬える簡題の深刻さも知る

ことができ，予防的な援助の重要性を改めて感じま

　した。（高校スクールカウンセラー）

・仕事をしていると．困った問題は多くありますが，

これらに嬉嬉するための醗修にはなかなか参趨でき

ないので，継続して魅強できることや講締からの

スーパーバイズが得られることが私にとっては貴重

です。会の皆さんとネットワークがつながっている

のも心強いところです。（小学校教員）

・去年4月からまぜていただきましたが，会の発祥の

　きっかけなどを麗く1こつれ，そうした先生方の精熱

が穰底にあるからこそ，こうやって続いているんだ

なあとつくづく患っています。私としてはこの会は，

無代，仕事などそれぞれの方々が集まるところに意

義があるように患います。事例報告なども魅強にな

　るのですが，理論的なことについての魅強会は現場

　に出ていくと減るので，たいへん意味があると患い

　ます。その意味でも輪読はいい魅強になむました。

（中学・高校スクールカウンセラー）

・臨床心理について魅強できる機会であり，感謝して

　います。本を…一人で読んだりするだけでは難解が浅

　いので，講舗のコメントがとても麩強になむます。

　また，会員の方々が実施した心鍵．テストなどを見せ

ていただき．事擁や解毅を饑くことができる貴重な

機会です。教鰻以外の方とのつながりもでき，魅強

以外の精報交換，雑談できるのが嬉しいです。（養

護学校教員）

・継続的に醗修ができる場として，大変貴重です。内

容的にも輻広く醗修できる柔軟性がうれしく，深く

密度の濃い麟修ができるのがありがたいです。（小

学校教員）

。薄か粥つたことが起きたら講鰯にたずねることがで

　きるという支えになっています。また皆様との意見

　の交換も大変ためになっております。（子育て相談

葵）

・これからも事携江ついて指導お饑いしたいと患いま

　す。（養護施設心理療法士〉

　これらの墾答を要約すれば，会員にとっての参撫の

意義は，臨床心理学について理論薩と実践懸の両懸を

学ぶことができること，会に連なるメンバー韓土のネ

ットワークが支えになること，メンバーの属性の多様

牲ゆえに精報と学びの輻が広いこと，講晦の助言の鳶

効牲，会の継続性と定期性などである。

4〉箱縫概究会への要望

　要望についての藍鮭1記述を求めた。それらを以下に

示す。

・輪読にプラスして，実際のコラージュ．バゥムなど

の事鯛検討という二段構えだとより充実した時懸に

なるようにも感じます。（中学・高校スクールカウ

　ンセラー，高校講嚢薄縁1カ〉）

・年i回くらいのペースでワークショップか講演会を

　これからも開難できるといいです。（小学校教員ほ

か）

・知り合いの養護教論が発足当初活動に参趨されてい

たので，磯究会の存在は知っていましたが，詳しい

活動内容や参擁する術は無勢ませんでした。会の規

模は現在くらいが活動しやすいのかもしれませんが，

関心のある人に広報することも考えていいのではな

　いかと思います。また，箱庭療法のテキストの輪読

は数年蔚に終わっていますが，後から入った者にとっ

ては，定期的に箱縫の学習もとりいれていただきた

　いと患います。（高校教員）

・教育現場の事鰐検討は，ここしばらくないので，ま

たやりたいと患います。（子育て櫓談員）

・ユングやウィニコット，アクスラインなど，臨床家

必読の本を皆さんと一一緒に読んでいけたら嬉しいで

す。

・会員の方々との交流を深めるような連歌などもおも

　しろかったので，また機会があったら，と思います。

　（養護施設心理療法士〉

　現在の活動を維持するほかに，綾討すべき要望とし

ては．鰐会の構造の緯題と広報という2点が重要と思

われる。

　これまで溺会は明確に構造化されてこなかった。輪

読のレポートについて討議するなかで，断羅綾で纏わ

っている事擁の話題が出てそれについての議論がなさ

れるというような会が多かった。アンケートの繕答に

みられる，理論書の輪読による体系的な学びと，事例

検討または実習の三、二部構成を求める提案をとりいれて

いくことが必要であろう。

　広報に関しては，本会の参簾者は「教育格談藩醗修

講座修了生の発起人を中心1こ，嚢コミで広がってきた

ものである（もちろん，途中で参撫しなくなった人も

ある）。2§名蔚後という議論のしゃすい規模を維持す

るメ琴ットは十分あるが．広報にもう少し積極的にな

ってもいいのかもしれない。
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　もうi点付け換えておくと，講演ないしはワークシ

華ップは筆者にとっても会員にとっても新しい体験を

積むことができて貴重な機会となっている。今年度の

ワークショップについてはまた購稿にて報告したいと

考えている。

4．箱庭研究会の意義と課題

も．本会の共同体性に支えられてのことである。この

共同体において韓らかの活力を得た騒々の構成員がそ

れぞれ羅するフィールドにおいての貢献を果たすこと

が簿1待される。

　また，会員闘の連絡など様々なコーディネーシ壁ン

に尽力いただく幹事の仕事なくしては，本会は成立し

えないことを最後に付して本論を終わりとする。

　「教育相談崖癖修講座修罫の有志の希望から発足し

た本醗究会は，発足当初の目標としては．醗修講座に

継続して参撫できない人に，醗修の機会を与えるとい

うことであった。その後「教育相談」醗修講座は，

紅教膏実践」硲修講座となり，講晦とクラスの回数を

増やすことで，受講生の継続参撫奪数の麟鰻をなくし

た。それゆえ本麟究会の会員も再び醗修講座で学ぶこ

とができるようになった。

　また，社会人の醗修という点では，2鞭年度，大学

院教育学醗究科に学校臨床心理専攻（昼夜閣開講）が

作られたことによ鯵，大学院という醗修と学びの場が

あらたに闘かれた。発足当初の箱庭醗究会会員のなか

から3名の大学続生・修了生が生まれ，また逆に，大

学院生や修了生のなかから箱庭醗究会に入会する人も

多い。

　このように社会人にとっての醗修のメニューはここ

数奪で多様化している。そめなかで，本会が溝失せず

に現在まで活動を続けているのは，ザ教育実践謹醗修

講座・大学院とはまた異なる参撫意義が本会にはある

ということであろう。それは．アンケートの検討のと

ころで明かにしたように，会員同士のネットワーク，

理譲と実践の爾藏の学び，継続的で定離的な醗修機会

というようなところであろう。

　本醗究会潅体が明確な達成目標をもっているわけで

はない。本癖究会は，多様な立場（教員，カウンセ

ラー，相談員など）で教育臨床・心礫臨床に携わる人

たちの欝れ，ゆるやかな共羅体である。もしこの其麟

捧に欝的姓があるとすれば，構成員の，時として掻独

な作業ともなむうる教育臨床・心理臨床の営みを艦き

生きと継続し深化するための基盤となむうることとい

えようか。簿鋸年度の申森孜郎氏．本隼度の竹内敏購

氏という2っのワークジョップを企薩・運営できたの

注

麦）筆者らは獄下のように遽べた。「教蕎実践総合センター

　では総解奪度よ鯵，主に境職教員ならびに教官搬談に

纏わる人たちを婦象に，月i醸の置数脊糖談遜醗修講

　墜を麗講し，その都度．報告を行なってきた藁「また，

欝欝年度からはζ学校教育講瞬修講座が聴講され，こ

　こでは主に総合的学習の蒔購の実践の穣討を行ってき

　た。2§懸年度からはこれらの2種類の醗鰺講座を一本

化した教鳶実践講座がスタートした。藩（青木真理・中

　賢瞬徳・生島浩・中遜洋二郎・鈴木藷裕・氷野晴夫・

　昼遜源羅部ゼ教奮実践総合センターゼ教育実践遷醗修

講座について2§懸年度活動報告および受講者アンケー

　ト講査結果の検討」2鑓2梅島大学教育実践麟究紀要第

漿3贅｝）

2）　M駿も護濃墨　Sc錘重）も艶　St（｝影y　M我k重賞蓼　鼻護｛詫嚢。｛至　（麺互殿

　鯵がき物語統合法）。毒中康格によ鯵考案された表現療

　法の『一種ので，セラピストとクライエントが穣互1こ酸

　むがき（§密な描線）とそれへのみたてを繰善返し，

　できあがったみたてをつなげてクライエントが鞠語を

　つくるというもの。

3）数人のグループで繹1に一難の句（五・七・汽）と■下の

　句（七・七）をつなげていく連歌慧，集懸療法，表現療

　法のひとつとして臨琢場面で購いられることがある。

蓬）中森孜難民は，騒本の各地に伝わる蔑総舞蹄，太鼓

　などを鍛鯵入れそれを子どもたちや大学生に教える実

　践を紅藻舞教奮」と呼び積極的に麗麗してきた。著霧

　に薮垂本の子どもに海本の踊穆を選大修館書癖欝欝な

　ど。

5）竹内敏疇氏は演患家として舞台芸術の場で活躍する

　一方紅からだとことばのレッスン藩と題するレッスン

　を各地で麗麗，からだを通じて人とかかわるという命

　題を追求しつづけている。著書に蓼ことばが攣1かれる

　とき濃思想の審執学縫ig？きほか。
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